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は じ め に  

 

少 子 高 齢 化 や 核 家 族 化 を は じ め 、地 域 の 人 間 関 係 の 希 薄 化 な ど 、子 ど も や 子 育 て

を 取 り 巻 く 環 境 は 、年 々 厳 し く な っ て き て い ま す 。ま た 、女 性 の 社 会 参 画 の 進 展 等

に よ り 保 育 需 要 が 増 大 し 、 保 育 の 利 用 を 希 望 す る 保 護 者 が 増 え て き て い ま す 。  

親 の 子 育 て に 対 す る 不 安 感 や 負 担 感 が 増 す な か で 、親 子 が 地 域 か ら 孤 立 し な い よ

う に 子 育 て 支 援 体 制 の 充 実 が 求 め ら れ る と と も に 、子 ど も た ち が 変 化 の 激 し い 時 代

を た く ま し く 生 き 抜 く こ と が で き る よ う 、人 間 形 成 の 基 盤 と な る 幼 児 期 の 教 育・保

育 が よ り 一 層 重 要 に な っ て い ま す 。  

さ て 、平 成 ２ ７ 年 ４ 月 か ら「 子 ど も・子 育 て 支 援 新 制 度 」が 施 行 さ れ ま し た 。こ

の 制 度 の 実 施 主 体 で あ る 市 町 村 は 、将 来 に わ た る 教 育・保 育 の 利 用 児 童 数 を 推 計 し 、

そ の 受 け 皿 と な る 教 育 ・ 保 育 施 設 を 整 備 し な け れ ば な り ま せ ん 。  

本 市 で は 、子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画「 さ や ま っ 子 の び の び プ ラ ン 」を 策 定 し 、

400 人 近 く の 保 育 の 受 け 皿 を 追 加 す る こ と を 定 め て い ま す 。  

一 方 、少 子 化 、保 育 ニ ー ズ の 高 ま り の な か で 市 立 幼 稚 園 の 園 児 が 年 々 少 な く な っ

て お り 、幼 稚 園 、保 育 所 及 び 認 定 こ ど も 園 と い う 教 育・保 育 施 設 を 時 代 の 要 請 に 応

じ て 再 編 し て い か な け れ ば な ら な い 状 況 に あ り ま す 。  

子 ど も・子 育 て 支 援 新 制 度 と い う 国 の 大 き な 制 度 変 更 の な か で 、就 学 前 の よ り 質

の 高 い 教 育・保 育 や 充 実 し た 子 育 て 支 援 の 環 境 を 整 備 し て 、本 市 の 次 代 を 担 う 子 ど

も た ち が 、将 来 に 向 か っ て 希 望 に 満 ち 、健 や か に 育 っ て い け る よ う に 、本 計 画 を 策

定 す る も の で す 。  
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１  子 ど も た ち を 取 り 巻 く 現 状 と 課 題  

 

 本 市 で は 、 昭 和 ２ ９ 年 に 最 初 の 幼 稚 園 を 開 園 後 、『 歩 い て 通 え る 幼 稚 園 』 を ス ロ

ー ガ ン に 小 学 校 ７ 校 に 対 し て 市（ 町 ）立 幼 稚 園 １ ０ 園 を 設 置 し 、そ の 後 も い ち 早 く

２ 年 保 育 に 取 り 組 む な ど 、 教 育 に 重 点 を 置 い た ま ち づ く り を 進 め て き ま し た 。  

 し か し 、子 育 て 環 境 が 大 き く 変 容 す る な か で 、園 児 数 は 昭 和 ５ ７ 年 の ピ ー ク 時 か

ら 、平 成 １ ５ 年 に は ４ 割 程 度 に ま で 減 少 し 、園 に よ っ て は 集 団 保 育 に も 問 題 が 出 て

く る 状 況 と な り ま し た 。一 方 、保 育 の ニ ー ズ は 、少 子 化 に よ り 就 学 前 児 童 教 が 減 少

し て い る に も か か わ ら ず 増 加 し て お り 、 保 育 の 待 機 児 童 が 年 々 増 え て い ま し た 。  

 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え て 、平 成 １ ６ 年 ７ 月 に『 幼 保 連 携 推 進 計 画 』を 定 め 、隣

接 す る 幼 稚 園 と 保 育 所 を 一 元 的 に 運 営 す る『 こ ど も 園 』の 取 組 や 、廃 園 後 の 幼 稚 園

施 設 を 保 育 所 や 子 育 て 支 援 セ ン タ ー に 活 用 し て き ま し た 。こ の 計 画 に よ る 取 組 は 平

成 １ ８ 年 度 を も っ て 完 了 し て い ま す が 、 そ の 後 も 、 同 計 画 の 基 本 的 な 考 え の も と 、

園 児 減 少 に 伴 う 山 本 幼 稚 園 の 廃 園 、そ の 敷 地 を 活 用 し た 民 間 保 育 所 の 誘 致 と い う 方

法 に よ っ て 、 地 域 の 実 状 に 応 じ た 子 育 て 環 境 の 向 上 に 取 り 組 ん で き ま し た 。  

 さ ら に 、平 成 ２ ７ 年 ４ 月 に は『 子 ど も・子 育 て 支 援 新 制 度 』が 施 行 さ れ 、幼 稚 園

と 保 育 所 と い う 枠 組 み か ら 認 定 こ ど も 園 を 中 心 と し た 枠 組 み と な り 、本 市 で は 公 民

と も に 一 部 の 施 設 が 新 た に 位 置 づ け ら れ た 幼 保 連 携 型 の 認 定 こ ど も 園 に 移 行 し ま

し た 。  

ま た 、認 定 こ ど も 園 、幼 稚 園 及 び 保 育 所 を 利 用 す る 保 護 者 に 対 す る 統 一 し た 施 設

型 給 付 と い う 公 費 負 担 の シ ス テ ム が 構 築 さ れ 、幼 稚 園 の 保 育 料 は 保 育 所 と 同 じ よ う

に 保 護 者 の 所 得 に 応 じ て 市 が 設 定 す る こ と と な り 、公 民 に よ る 保 育 料 の 格 差 が な く

な り ま し た 。  

少 子 化 に よ る 就 学 前 児 童 の 減 少 、保 育 の 利 用 希 望 の 増 加 と 併 せ て 、こ れ ま で 以 上

に 市 立 幼 稚 園 を 円 滑 に 運 営 し 、園 児 に 適 切 な 集 団 活 動 を 提 供 し て い く こ と が 難 し く

な り ま す 。  

ま た 、核 家 族 化 や 地 域 で の 人 間 関 係 の 希 薄 化 な ど に よ り 、家 庭 や 地 域 に お け る 子

育 て 力 が 低 下 し て お り 、子 育 て 支 援 の 拠 点 で あ る 市 立 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 増 設 を

求 め る 保 護 者 の 要 望 が 年 々 大 き く な っ て い ま す 。  
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（１）就学前児童の推移                   （各年 4 月 1 日現在） 

年  ０ 歳 児  １ 歳 児  ２ 歳 児  ３ 歳 児  ４ 歳 児  ５ 歳 児  合  計  

H10 年  565 人  564 人  568 人  569 人  569 人  546 人  3,381 人  

H15 年  489 人  516 人  539 人  562 人  616 人  532 人  3,254 人  

H20 年  498 人  534 人  519 人  541 人  523 人  569 人  3,184 人  

H25 年  443 人  422 人  503 人  543 人  536 人  535 人  2,982 人  

H28 年  454 人  473 人  473 人  498 人  474 人  534 人  2,906 人  

H30 年  361 人  391 人  409 人  429 人  449 人  496 人  2,535 人  

H30 年：子ども・子育て支援事業計画策定時の人口推計値 

  上 の 表 は 各 年 ４ 月 現 在 の 児 童 数 を 表 し た も の で す 。平 成 10 年 か ら 平 成 28 年

ま で の 20 年 足 ら ず の 間 に 、就 学 前 児 童 全 体 で 475 人（ 14.0％ ）の 減 少 と な っ

て い ま す 。平 成 25 年 に 推 計 し た 将 来 人 口 で も 、平 成 30 年 に は 児 童 数 が さ ら に

減 少 す る 見 込 み と な っ て お り 、住 宅 開 発 等 に 伴 う 社 会 増 は 期 待 で き る も の の 、少

子 化 に 歯 止 め を か け る 状 況 に は な っ て い ま せ ん 。  

   

（２）市内の教育・保育施設の設置状況         （H28 年 4 月 1 日現在） 

中 学 校 区  幼 稚 園  保 育 所  認 定 こ ど も 園  

狭 山  
東 幼 稚 園  

東 野 幼 稚 園  

池 尻 保 育 園  

き ら り 保 育 園  

ル ン ビ ニ 保 育 園  

花 梨 つ ば さ 保 育 園  

 

南  南 第 二 幼 稚 園   
市 立 こ ど も 園  

大 野 台 こ ど も 園  

第 三  
西 幼 稚 園  

半 田 幼 稚 園  
 

山 本 こ ど も 園  

つ ぼ み こ ど も 園  

  上 の 表 は 平 成 28 年 4 月 現 在 の 本 市 に お け る 教 育・保 育 施 設 で す 。幼 稚 園 ５ 園

と 市 立 こ ど も 園 が 公 立 施 設 で 、そ の 他 の 保 育 所 と 認 定 こ ど も 園 は 民 間（ 社 会 福 祉

法 人 ） が 設 置 ・ 運 営 す る 施 設 で す 。  
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（３）教育・保育施設の利用状況                          （H28 年 4 月 1 日現在） 

区   分  ０ 歳 児  １ 歳 児  ２ 歳 児  ３ 歳 児  ４ 歳 児  ５ 歳 児  合  計  

市 立 幼 稚 園  

こ ど も 園 （ 教 育 ） 

      
 

127 人  173 人  300 人  

   
 

26 .8% 32 .4% 10 .3% 

民 間 幼 稚 園  

こ ど も 園 （ 教 育 ） 

      159 人  147 人  140 人  446 人  

      31.9% 31 .0% 26 .2% 15 .4% 

保 育 所  

こ ど も 園 （ 保 育 ） 

50 人  151 人  178 人  179 人  192 人  204 人  954 人  

11.0% 31 .9% 37 .6% 35 .9% 40 .5% 38 .2% 32 .8% 

就学前児童  454 人  473 人  473 人  498 人  474 人  534 人  2,906 人  

  上 の 表 は 平 成 28 年 4 月 に お け る 年 齢 別 の 教 育・保 育 施 設 の 利 用 状 況 を 表 し た

も の で す 。幼 稚 園 ま た は 認 定 こ ど も 園（ 教 育 利 用 ）に 入 園 し て い る 児 童 は 市 立 と

民 間 （ 学 校 法 人 ） を 合 せ て 746 人 、 保 育 所 ま た は 認 定 こ ど も 園 （ 保 育 利 用 ） に

入 園 し て い る 児 童 は 954 人 と な っ て い ま す 。  

4・5 歳 児 で は 、約 ６ 割 が 教 育 利 用 、約 ４ 割 が 保 育 利 用 と な っ て い ま す 。な お 、

市 立 の 幼 稚 園 や こ ど も 園 で は ３ 歳 児 を 受 入 れ て い ま せ ん の で 、３ 歳 児 か ら の 教 育

利 用 を 希 望 す る 多 く の 保 護 者 は 市 外 の 民 間 幼 稚 園 を 選 択 さ れ て い ま す 。  

 

（４）市立幼稚園・認定こども園の状況 

 ■園児数等の推移                                   （各年 4 月 1 日現在） 

年  園 数  
園 児 数  １園あたり 

平均園児数 
入 園 率  

４ 歳 児  ５ 歳 児  合 計  

H10 年  10 園  255 人  249 人  504 人  50.4 人  45.2％  

H15 年  10 園  288 人  249 人  537 人  53.7 人  46.8％  

H20 年  7 園  217 人  248 人  465 人  66.4 人  42.6％  

H25 年  6 園  192 人  203 人  395 人  65.8 人  36.9％  

H28 年  6 園  127 人  173 人  300 人  50.0 人  29.8％  



4 
 

 各 年 ４ 月 現 在 の 市 立 幼 稚 園 ・ 認 定 こ ど も 園 （ 教 育 利 用 に 限 る 。） の 園 児 数 や 入 園

率 を 表 し た も の で す 。当 初 、市 立 幼 稚 園 は １ ０ 園 あ り ま し た が 、園 児 の 減 少 や 保 育

ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、保 育 所 や 子 育 て 支 援 セ ン タ ー に 転 用 し た こ と に よ り 、現 在

の 市 立 施 設 は 幼 稚 園 ５ 園 と 認 定 こ ど も 園 １ 園 の ６ 園 体 制 と な っ て い ま す 。  

 

 ■市立幼稚園の園児数                               （H28年 4月 1日現在） 

幼 稚 園 名  
４ 歳 児  ５ 歳 児  全  体  

学  級  園  児  学  級  園  児  学  級  園  児  

東 幼 稚 園  2 32 人  2 47 人  4 79 人  

西 幼 稚 園  1 16 人  1 22 人  2 38 人  

南 第 二 幼 稚 園  1 12 人  1 27 人  2 39 人  

半 田 幼 稚 園  1 19 人  1 24 人  2 43 人  

東 野 幼 稚 園  1 26 人  1 26 人  2 52 人  

  上 の 表 は 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 現 在 の 各 幼 稚 園 の 学 級 数 や 園 児 数 を 表 し た も の で す 。

複 数 学 級 に な っ て い る 幼 稚 園 は 東 幼 稚 園 だ け で 、そ の 他 の ４ 園 は 単 学 級 に な っ て

い ま す 。新 入 園 児 が 年 々 減 少 す る な か で 、子 ど も た ち の 豊 か な 経 験 を 保 障 す る 環

境 と し て 、 一 定 規 模 の 集 団 の 確 保 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

 ■市立こども園の園児数                             （H28年 4月 1日現在） 

利 用 区 分  ０ 歳 児  １ 歳 児  ２ 歳 児  ３ 歳 児  ４ 歳 児  ５ 歳 児  合  計  

保 育 利 用  7 人  20 人  24 人  25 人  30 人  37 人  143 人  

教 育 利 用      22 人  27 人  49 人  

合  計  7 人  20 人  24 人  25 人  52 人  64 人  192 人  

  上 の 表 は 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 現 在 の 園 児 数 を 表 し た も の で す 。０ ～ ３ 歳 児 は 保 育 利

用 の 園 児 の み で 、４・５ 歳 児 は 混 合 学 級 編 成 に よ っ て 保 育 利 用 と 教 育 利 用 の 園 児

に 教 育 や 保 育 を 行 っ て い ま す 。  
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（５）保育を必要とする児童の推移                     （各年 4 月 1 日現在） 

年  就 学 前 児 童  
保 育 を 必 要

す る 児 童  
保 育 ニ ー ズ  

保 育  

利 用 児 童  
待 機 児 童  

H10 年  3,381 人  455 人  13.5％  428 人  27 人  

H15 年  3,254 人  606 人  18.6％  570 人  36 人  

H20 年  3,184 人  715 人  22.5％  695 人  20 人  

H25 年  2,982 人  854 人  28.6％  815 人  39 人  

H28 年  2,906 人  980 人  33.7％  954 人  26 人  

H30 年  2,535 人  1,085 人  42.8％    

H30 年 ：子 ども・子 育 て支 援 事 業 計 画 策 定 時 の推 計 値  

  各 年 ４ 月 現 在 の 就 学 前 児 童 数 や 保 育 を 必 要 と す る 児 童 数 、実 際 に 保 育 所 や 認 定

こ ど も 園 に 入 園 し て 保 育 を 受 け て い る 児 童 数 を 表 し た も の で す 。保 育 ニ ー ズ（ 就

学 前 児 童 全 体 に 対 す る 保 育 を 必 要 と す る 児 童 の 割 合 ）は 、平 成 10 年 で は 13.5％

で し た が 、 平 成 28 年 に は 33.7％ と 20 年 足 ら ず の 間 に 約 2.5 倍 に な っ て い   

ま す 。  

ま た 、平 成 28 年 4 月 に 120 人 定 員 の 民 間 保 育 所 を 開 設 し て 保 育 の 受 入 れ 枠

を 拡 大 し ま し た が 、平 成 30 年 の 推 計 値 が 示 す よ う に 、潜 在 的 な 保 育 の 需 要 が あ

り ま す の で 、 さ ら な る 保 育 施 設 の 整 備 が 必 要 に な り ま す 。   
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（６）市立幼稚園に対する市民の意見 

  次 の グ ラ フ は 、 少 子 化 の 進 行 、 保 育 ニ ー ズ が 高 ま り を 見 せ る な か で 、『 今 後 の

市 立 幼 稚 園 の あ り 方 』 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 で す 。  

 

H25 調 査 ： 郵 送 により就 学 前 児 童 の保 護 者 に行 った調 査 （回 答 者 505 人 ） 

H27 調 査 ： 新 制 度 説 明 会 に参 加 の保 護 者 に行 った調 査 （回 答 者 146 人 ） 

 

  H25 調 査 で は 、『 一 部 を こ ど も 園 化 』『 ５ 園 を 今 後 も 運 営 』『 再 編 統 合 』と い う

回 答 数 に 大 差 は あ り ま せ ん が 、 H27 調 査 で は 『 一 部 を こ ど も 園 化 』 が 最 も 多 く

な っ て い ま す 。 こ れ は 、 H25 調 査 の 時 点 で は 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 新 制 度 や 認 定

こ ど も 園 の 内 容 が 十 分 に 認 知 さ れ て い な い 状 況 で し た が 、 H27 調 査 は 新 制 度 や

本 市 の 状 況 を 説 明 し た 後 に 実 施 し た た め 、結 果 に 違 い が 出 た も の と 考 え ら れ ま す 。 

 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

未回答

その他

再編統合

５園を今後も運営

一部をこども園化

H25調査 H27調査
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  次 の グ ラ フ は 、『 市 立 幼 稚 園 に ど の よ う な サ ー ビ ス が 増 え る と 良 い か 』 を 聞 い

た ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 で す 。  

 

  H25 と H27 の ど ち ら の 調 査 に お い て も 、『 給 食 の 実 施 』『 3 年 保 育 の 実 施 』  

『 預 か り 保 育 の 充 実 』 を 求 め る 回 答 が 多 く な っ て い ま す 。  

 
（７）子育て支援拠点施設の状況 

拠 点 施 設 名  
開 設 年  

及 び 中 学 校 区  

中 学 校 区 内 の  

0～ 2 歳 児  
備  考  

地 域 子育 て支 援セ ンタ ー

わ ん ぱ く プ ラ ザ  

H12 年  

狭 山 中 学 校 区  
695 人  

池 尻 保 育 園 の 子 育 て 支

援 事 業 と し て 実 施  

市 立 子育 て支 援セ ンタ ー

ぽ っ ぽ え ん  

H18 年  

南 中 学 校 区  
365 人  

南 第 一 幼 稚 園 の 廃 園  

施 設 を 活 用 し て 設 置  

フ ァ ン ズ ガ ー デ ン  
H17 年  

第 三 中 学 校 区  
340 人  

く み の 木 幼 稚 園 の 廃 園

施 設 を 活 用 し て 設 置  

  上 の 表 は 子 育 て 支 援 拠 点 施 設 の 状 況 を 表 し た も の で す 。本 市 で は 中 学 校 区 に 1

か 所 を 目 標 に 拠 点 施 設 の 整 備 を 進 め て き ま し た 。３ つ の 拠 点 う ち 、わ ん ぱ く プ ラ

ザ は 池 尻 保 育 園 内 に 設 置 さ れ て お り 、入 所 児 童 と の 交 流 が で き る な ど の 魅 力 は あ

る も の の 、保 育 園 の 運 営 に 支 障 が な い よ う に 利 用 日 や 利 用 時 間 帯 が 制 約 さ れ ま す 。

そ の た め 、利 用 対 象 と な る 乳 幼 児 が 最 も 多 い 狭 山 中 学 校 区 内 に お い て 、子 育 て 支

援 の 拠 点 施 設 の 増 設 が 必 要 に な っ て い ま す 。  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

その他

支援教育の充実

親子登園など

通園バス

預かり保育の充実

３年保育の実施

給食の実施

H25調査

H27調査
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（８）課題の整理 

  就 学 前 児 童 の 減 少 、地 域 や 家 庭 の 子 育 て 力 の 低 下 な ど 、子 ど も や 子 育 て 家 庭

を 取 り 巻 く 環 境 は ま す ま す 厳 し く な っ て い ま す 。加 え て 子 ど も・子 育 て 支 援 新

制 度 の 施 行 と い う 大 き な 転 換 期 に あ り ま す 。就 学 前 の 教 育・保 育 や 子 育 て 支 援

に つ い て 、こ れ ま で の 取 組 を 見 直 し 、さ ら に 充 実 さ せ て い く た め に 、次 に 掲 げ

る 4 点 を 、 本 市 に お け る 重 要 か つ 緊 急 の 課 題 と し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■  将 来 を 見 据 え た 教 育 ・ 保 育 施 設 の 整 備  

■  保 育 ニ ー ズ に 応 じ た 保 育 の 提 供 体 制 の 整 備  

■  質 の 高 い 教 育 ・ 保 育 の 提 供  

■  子 育 て 支 援 拠 点 施 設 の 適 切 な 配 置  
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２ 施策の推進方向 

（１）市立幼稚園の再編 

   平 成 27 年 の ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る と 、市 立 幼 稚 園 に 通 園 さ せ た い と 考 え る

多 く の 保 護 者 は 、① 自 宅 に 近 い こ と 、② 通 学 す る 小 学 校 区 内 に あ る こ と 、③ 保

育 方 針 が 良 い こ と の 3 点 を あ げ て い ま す 。  

   子 ど も た ち が 集 団 活 動 を 通 し て 健 や か に 成 長 で き る 環 境 を 保 障 す る こ と を

前 提 に 、こ の よ う な 保 護 者 の 意 向 も 踏 ま え 、市 立 幼 稚 園 再 編 の 基 本 方 針 を 次 の

と お り と し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認 定 こ ど も 園 に 移 行 す る 園 と 幼 稚 園 と し て 存 続 す る 園 の 選 択  

市 立 幼 稚 園 の う ち 、教 育 を 希 望 す る 児 童 と 保 育 を 必 要 と す る 児 童 が 合 同 で 活 動 す

る こ と に よ っ て 、将 来 的 に も 一 定 規 模 の 子 ど も の 集 団 の 維 持 が 見 込 め る 園 を 認 定 こ

ど も 園 に 移 行 し ま す 。  

  

■ 歩 い て 通 え る 幼 稚 園 を ス ロ ー ガ ン と し て き た 経 過 を 踏 ま え 、地 域 に 教 育・保

育 の 施 設 を で き る だ け 残 す こ と  

■「 同 じ 小 学 校 に 行 く 友 だ ち を 多 く つ く っ て ほ し い 」と い う 保 護 者 の 想 い に 応

え る こ と  

■ 今 後 、公 民 を 問 わ ず 認 定 こ ど も 園 化 が 進 む な か で 、幼 稚 園 を 希 望 す る 保 護 者

の 選 択 に 応 え る こ と  

１ ． ５ か 所 あ る 市 立 幼 稚 園 施 設 （ ま た は 敷 地 ） の 有 効 活 用  

２ ． 望 ま し い 集 団 を 維 持 す る た め 一 部 を 認 定 こ ど も 園 に 移 行  

３ ． 存 続 す る 幼 稚 園 の 充 実  

幼稚園再編の基本方針  
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一 方 、地 域 に 乳 幼 児 が 多 く 、今 後 も 一 定 規 模 の 集 団 づ く り が 可 能 と 考 え ら れ る 園 、

施 設 規 模 や 施 設 周 辺 の 状 況 等 に よ っ て 、認 定 こ ど も 園 へ の 移 行 の 効 果 が 見 込 め な い

園 は 、 幼 稚 園 と し て 運 営 を 続 け ま す 。  

本 計 画 に お い て 認 定 こ ど も 園 へ 移 行 す る 園 と 幼 稚 園 と し て 存 続 す る 園 は 、 平 成

28 年 度 の 新 入 園 児 数 や 園 周 辺 地 域 の 就 学 前 児 童 数 の ほ か 、施 設 の 状 況 等 を 総 合 的

に 判 断 し て 決 定 し ま し た 。  

 

【 選 択 の 基 準 】  

 ※ 基 準 の 設 定 根 拠  

１  平 成 28 年 度 の 新 入 園 児 数 ： 子 ど も の 集 団 と し て １ 学 年 20 人 を 基 準 と し た 。  

２  地 域 の 0～ 3 歳 平 均 児 童 数 ： 現 在 の 就 園 率 を 参 考 に 、 今 後 の 入 園 児 が 20 人 以 上  

見 込 め る こ と を 基 準 と し た 。（ 20 人 ÷29.8％ ＝ 67.11 人 ）  

 

 【 幼 稚 園 別 の 判 定 結 果 】  

 

■ 東 幼 稚 園  …  施 設 の 規 模 ： 保 育 室 8 室 ･敷 地 3,962 ㎡  

新入園児数 0～3 歳平均数 施 設 ・ 敷 地 や 周 辺 の 状 況  総 合 判 断  

32 人  
【 20 人 以 上 】 

139 人  
【 67 人 以 上 】  

・ 市 立 幼 稚 園 の 中 で 、 園 周 辺 の 乳 幼 児 数 が

最 も 多 い 。 ま た 、 施 設 の 規 模 が 大 き く 、

３ 年 保 育 な ど の 新 た な 事 業 に 取 り 組 み

や す い 。  

・ 前 面 道 路 が 狭 い た め 、 認 定 こ ど も 園 に 移

行 し て も 、 車 で の 送 迎 が 難 し い 。  

幼 稚 園 と し て

存 続  

 

■ 西 幼 稚 園  …  施 設 の 規 模 ： 保 育 室 4 室 ･敷 地 2,877 ㎡  

新入園児数 0～3 歳平均数 施 設 ・ 敷 地 や 周 辺 の 状 況  総 合 判 断  

16 人  
【 20 人 未 満 】 

53 人  
【 67 人 未 満 】  

・ 園 周 辺 の 乳 幼 児 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。  

・ 前 面 道 路 は 車 で の 送 迎 に も 対 応 で き る 幅

員 で 、 認 定 こ ど も 園 移 行 の 条 件 は 良 い 。  

認 定 こ ど も 園

へ 移 行  

項    目  認定こど も園へ 移行  幼 稚 園 と し て 存 続  

１  平 成 28 年 度 の 新 入 園 児 数  20 人 未 満  20 人 以 上  

２  地 域 の 0～ 3 歳 平 均 児 童 数  6７ 人 未 満  67 人 以 上  

３  そ の 他  施 設 ・ 敷 地 の 規 模 や 周 辺 の 状 況  
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■ 南 第 二 幼 稚 園  …  施 設 の 規 模 ： 保 育 室 6 室 ･敷 地 4,140 ㎡  

新入園児数 0～3 歳平均数 施 設 ・ 敷 地 や 周 辺 の 状 況  総 合 判 断  

12 人  
【 20 人 未 満 】  

54 人  
【 67 人 未 満 】  

・ 園 周 辺 の 乳 幼 児 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。  

・市 立 幼 稚 園 の 中 で 最 も 敷 地 が 広 く 、前 面

道 路 の 幅 員 も あ り 、認 定 こ ど も 園 移 行 の

条 件 は 良 い 。  

認 定 こ ど も 園

へ 移 行  

 

■ 半 田 幼 稚 園  …  施 設 の 規 模 ： 保 育 室 4 室 ･敷 地 2,169 ㎡  

新入園児数 0～3 歳平均数 施 設 ・ 敷 地 や 周 辺 の 状 況  総 合 判 断  

19 人  
【 20 人 未 満 】  

60 人  
【 67 人 未 満 】  

・ 園 周 辺 で は 住 宅 開 発 が 進 め ら れ て お り 、

園 児 の 増 加 が 見 込 ま れ る 。  

・ 保 育 所 と 認 定 こ ど も 園 の 中 間 に 位 置 し 、

認 定 こ ど も 園 に 移 行 す る 効 果 が 少 な い 。 

幼 稚 園  

と し て 存 続  

 

■ 東 野 幼 稚 園  …  施 設 の 規 模 ： 保 育 室 4 室 ･敷 地 2,561 ㎡  

新入園児数 0～3 歳平均数 施 設 ・ 敷 地 や 周 辺 の 状 況  総 合 判 断  

26 人  
【 20 人 以 上 】  

95 人  
【 67 人 以 上 】  

・ 園 周 辺 の 乳 幼 児 数 は 増 加 傾 向 に あ る 。 ま

た 、 市 立 幼 稚 園 の 中 で 入 園 率 が 最 も 高 い 。 

・ 敷 地 は 市 道 と 専 用 通 路 で 接 続 し て い る が 、

専 用 通 路 が 狭 い た め 、認 定 こ ど も 園 に 移 行

し て も 、 車 に よ る 送 迎 が 難 し い 。  

幼 稚 園  

と し て 存 続  

 

 以 上 の と お り 、 西 幼 稚 園 及 び 南 第 二 幼 稚 園 は 認 定 こ ど も 園 に 移 行 す る こ と と し 、

東 幼 稚 園 及 び 東 野 幼 稚 園 は 引 き 続 き 幼 稚 園 と し て 運 営 し ま す 。半 田 幼 稚 園 は 、平 成

28 年 度 の 新 入 園 児 数 、 地 域 の 0～ 3 歳 平 均 児 童 数 の 項 目 で は 、 基 準 を 若 干 下 回 っ

て い ま す が 、施 設・敷 地 や 周 辺 の 状 況 を 踏 ま え て 、幼 稚 園 と し て 存 続 さ せ る こ と と

し ま す 。  

 な お 、こ れ ら 存 続 す る 幼 稚 園 に つ い て も 、１ 学 年 の 園 児 が 概 ね 20 人 以 上 を 標 準

と し て い る こ と か ら 、今 後 、新 入 園 児 が 10 人 以 下 に な る な ど 、子 ど も た ち が 健 全

に 育 つ 環 境 を 維 持 で き な い と き は 、改 め て 認 定 こ ど も 園 へ の 移 行 や 再 編 等 を 検 討 し

ま す 。  

 ま た 、こ れ ま で は 幼 稚 園 の 通 園 区 域 を 中 学 校 区 と し て い ま し た が 、今 回 の 市 立 幼

稚 園 再 編 に 伴 っ て 通 園 区 域 は 廃 止 し ま す 。  
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（２）認定こども園の設置 

  ① 設置する認定こども園の類型 

 認 定 こ ど も 園 に は 、４ つ の 類 型 が あ り ま す が 、幼 稚 園 か ら 移 行 す る こ と 、十

分 な 保 育 の 定 員 を 確 保 す る こ と か ら 、幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に 移 行 す る こ と

と し ま す 。  

な お 、幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に は ３ 歳 未 満 児 の 受 入 れ は 義 務 付 け ら れ て い

ま せ ん が 、３ 歳 未 満 の 待 機 児 童 の 解 消 を 図 る と と も に 、き ょ う だ い で の 利 用 も

踏 ま え 、 設 置 す る 認 定 こ ど も 園 は 乳 児 か ら 受 入 れ が 可 能 な 施 設 と し ま す 。  

 

【 認 定 こ ど も 園 の 類 型 】  

 幼 保 連 携 型  

認 定 こ ど も 園  

幼 稚 園 型  

認 定 こ ど も 園  

保 育 所 型  

認 定 こ ど も 園  

地 方 裁 量 型  

認 定 こ ど も 園  

法
的
性
格 

学 校 か つ  

児 童 福 祉 施 設  

学 校  

（幼稚園+保育所機能） 

児 童 福 祉 施 設  

（保育所+幼稚園機能） 

幼 稚 園 機 能  

+保 育 所 機 能  

設
置
主
体 

国 、 自 治 体  

学 校 法 人  

社 会 福 祉 法 人  

国 、 自 治 体  

学 校 法 人  
制 限 な し  

職 
員 

保 育 教 諭  

（ 幼 稚 園 教 諭

＋ 保 育 士 資 格 ） 

満 3 歳 未 満 児 ： 保 育 士 資 格  

満 3 歳 以 上 児 ： 幼 稚 園 教 諭 と 保 育 士 資 格 の 併 有  

開
園
日 

土 曜 日 開 園  

11 時 間 開 園  

地 域 の 実 情 に 応 じ

て 設 定  

土 曜 日 開 園  

11 時 間 開 園  

地 域 の 実 情 に

応 じ て 設 定  

給 

食 

保 育 認 定 （ 2・ 3 号 認 定 ） を 受 け た 子 ど も へ の 食 事 提 供 の 義 務  

※ 教 育 認 定 （ 1 号 認 定 ） 子 ど も へ の 食 事 提 供 は 任 意  

 

  ② 認定こども園の設置・運営の主体 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に は 保 育 教 諭 の ほ か 専 門 性 を 有 す る 数 多 く の 職 員

が 必 要 で あ り 、 現 在 の 市 立 幼 稚 園 の 職 員 体 制 で は 対 応 で き な い 状 況 で す 。  

そ こ で 、認 定 こ ど も 園 は 、学 校 法 人 ま た は 社 会 福 祉 法 人 が 設 置 す る こ と と し 、

市 は 、そ の 法 人 を 公 正 に 選 定 し 、施 設 整 備 の 補 助 を 行 う と と も に 、開 園 後 は 円

滑 な 運 営 を 図 れ る よ う に 支 援 し て い き ま す 。  



13 
 

（３）存続する市立幼稚園の充実 

園 児 数 や 地 域 の 乳 幼 児 の 状 況 等 を 踏 ま え て 、３ か 所 の 市 立 幼 稚 園 が 存 続 し ま

す が 、今 後 、少 子 化 や 保 育 ニ ー ズ の 高 ま り が さ ら に 進 む と 円 滑 な 運 営 が 難 し く

な り ま す 。 ま た 、 月 額 7,000 円 を 上 限 と す る 保 育 料 の 経 過 措 置 が 平 成 28 年

度 末 を も っ て 終 了 す る こ と か ら 、こ れ ま で 以 上 に 質 の 高 い 教 育 を 提 供 す る と と

も に 、 魅 力 あ る 幼 稚 園 づ く り を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

そ こ で 、ア ン ケ ー ト 調 査 で 要 望 の 多 い 事 業 に つ い て 、施 設・人 材 面 や 財 政 面

の 制 約 の な か で 実 現 の 可 能 性 を 検 討 し ま し た 。  

 

  ① ３歳児保育（３年保育）について 

少 子 化 や 核 家 族 化 の 進 行 、地 域 の つ な が り の 希 薄 化 に よ り 、子 ど も た ち が 家

庭 や 地 域 で 様 々 な 経 験 を 積 む こ と が 難 し く な っ て い ま す 。  

さ ら に 、子 ど も・子 育 て 支 援 新 制 度 の 施 行 に 伴 い 、３ 歳 に な れ ば 教 育 の 認 定

（ 1 号 認 定 ）を 受 け る こ と が で き る の で 、市 と し て ３ 歳 児 に 教 育 を 提 供 す る た

め 、 市 立 幼 稚 園 に お い て ３ 歳 児 保 育 （ 3 年 保 育 ） に 取 り 組 み ま す 。  

な お 、実 施 に 当 た っ て は 必 要 な 設 備 の 整 備 を 図 る と と も に 、３ 歳 児 の 特 性 に

つ い て 必 要 な 職 員 研 修 を 行 い ま す 。  

３ 歳 児 の 受 入 れ に 伴 い 幼 稚 園 全 体 の 定 員 を 引 き 下 げ る と と も に 、3 歳 児 か ら

の 入 園 希 望 者 だ け で は な く 、 従 来 ど お り 4 歳 児 か ら の 入 園 も 可 能 と な る よ う

に 、 毎 年 の 募 集 定 員 を 適 切 に 設 定 し ま す 。  

ま た 、市 立 こ ど も 園 に お け る 教 育 利 用 の 子 ど も の ３ 歳 児 保 育 に つ い て も 、施

設 の 関 係 上 、 ４ ・ ５ 歳 児 の 定 員 を 引 き 下 げ な け れ ば 実 施 で き な い た め 、 保 育 、

教 育 そ れ ぞ れ の 入 園 希 望 の 状 況 を 見 極 め な が ら 、教 育 利 用 の ３ 歳 児 の 受 入 れ に

取 り 組 み ま す 。  

 

  ② 預かり保育の充実について 

現 在 の 市 立 幼 稚 園 の 預 か り 保 育 は 、通 常 の 保 育 時 間 の 終 了 か ら 午 後 ５ 時 ま で

と し 、園 児 が 園 生 活 に 慣 れ な い ４ 月 当 初 や 、夏 季 保 育 日 を 除 く 長 期 休 業 中 は 実

施 し て い ま せ ん 。こ れ は 、地 域 に 同 年 代 の 子 ど も と 遊 ぶ 機 会 が 少 な く な っ て い

る こ と や 、保 護 者 の 用 事 に よ る 一 時 的 な 保 育 に 対 応 す る こ と を 目 的 に し て い る

た め で す 。  
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し か し 、幼 稚 園 の 園 児 が 減 少 す る 状 況 に お い て 、今 後 も 望 ま し い 集 団 活 動 を

維 持 し て い く た め に は 、保 護 者 が 就 労 し て い る 家 庭 の 子 ど も も 入 園 で き る 環 境

づ く り を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

園 児 の 体 調 面 の 負 担 を 考 慮 し 、実 施 時 間 は 午 後 ５ 時 ま で の 現 行 ど お り と し な

が ら も 、パ ー ト 勤 務 な ど 一 定 の 範 囲 で あ れ ば 保 護 者 が 就 労 で き る よ う 、１ 年 を

通 し て 預 か り 保 育 を 実 施 し ま す 。  

 

  ③ 給食について 

幼 稚 園 で の 給 食 に つ い て は 、自 園 調 理 を す る 場 合 は 調 理 室 を 増 築 す る 必 要 が

あ り 、給 食 セ ン タ ー 等 の 外 部 施 設 か ら 搬 入 す る 場 合 で も 搬 入 ス ペ ー ス や 配 膳 室

の 確 保 が 必 要 で す 。  

現 時 点 で は 、給 食 の 実 施 に は 施 設 面 の 大 き な 課 題 が あ り ま す の で 、直 ち に 実

施 す る こ と は 難 し い 状 況 で す が 、安 全・安 心 な 給 食 の 提 供 を 前 提 に 実 施 方 法 等

を 検 討 し 、課 題 が 整 理 で き た 時 点 で 施 設・設 備 の 整 備 と 合 せ て 取 り 組 み を 進 め

ま す 。  

 

  ④ 幼稚園の魅力づくりについて 

 幼 稚 園 と 保 育 所 の 機 能 を 併 せ 持 つ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、広 く 認 知 さ

れ て い く こ と で 、 今 後 の 中 心 的 な 施 設 に な っ て い く と 予 想 さ れ ま す 。  

 し か し 、こ れ ま で ど お り の 幼 稚 園 を 望 む 保 護 者 も 少 な く な い と 考 え ら れ ま

す 。こ の よ う な 保 護 者 の 期 待 に 応 え て 適 切 な 施 設 選 び が で き る よ う に 、よ り

特 色 の あ る 幼 稚 園 づ く り を 進 め ま す 。  

 

■質の高い教育の提供 

   発 達 や 学 び の 連 続 性 及 び 幼 稚 園 の 生 活 と 家 庭 の 生 活 の 連 続 性 を 確 保

す る 指 導 計 画 の も と 、一 人 ひ と り の 個 性 を 尊 重 し て 、い ろ い ろ な こ と に

興 味 や 関 心 を 持 っ て 主 体 的 に 生 き る 力 や 豊 か な 心 を 育 む 教 育 を 推 進 し

ま す 。  

 

■小学校との連携 

市 立 施 設 で あ る こ と の 強 み を い か し 、園 児 と 児 童 の 交 流 の 機 会 を 設 け

た り 、小 学 校 教 師 と の 意 見 交 換 や 合 同 研 究 の 機 会 を 設 け る な ど 、小 学 校

と の 連 携 を 意 識 し た 教 育 を 進 め ま す 。  
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 ■家庭や地域との連携  

   幼 児 期 の 教 育 に 関 す る 相 談 に 加 え 、登 降 園 時 に 保 護 者 に 適 切 に 情 報 を

提 供 す る と と も に 課 題 を 共 有 し な が ら 、家 庭 と 幼 稚 園 が 協 力 し て 子 ど も

を 育 て る 体 制 を 整 え ま す 。ま た 、子 ど も た ち が 豊 か な 体 験 が 得 ら れ る よ

う 、 地 域 の 人 々 と 交 流 す る 機 会 を 設 け ま す 。  

 

（４）子育て支援事業の充実 

本 市 で は 、子 育 て に や さ し い ま ち づ く り の 一 環 と し て 、中 学 校 区 に １ か 所 ず

つ 子 育 て 支 援 の 拠 点 施 設 を 設 置 し て き ま し た 。ま た 、親 子 が 会 員 と な っ て 自 主

運 営 す る プ レ イ セ ン タ ー 事 業 や 、市 民 が 子 育 て 経 験 を 生 か し て 活 動 す る 認 定 子

育 て サ ポ ー タ ー な ど 、市 独 自 の 事 業 を 展 開 し て 地 域 の 子 育 て 環 境 の 向 上 に 努 め

て き ま し た 。  

し か し 、子 育 て 支 援 拠 点 施 設 に 関 し て は 、前 項 の『 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 現

状 と 課 題 』の と お り 、狭 山 中 学 校 区 で は 利 用 対 象 と な る 乳 幼 児 が 最 も 多 い に も

か か わ ら ず 、保 育 所 の 子 育 て 支 援 事 業 と し て 実 施 し て い る こ と か ら 、他 の 中 学

校 区 の よ う に 、 常 時 多 く の 親 子 が 利 用 で き る 施 設 設 置 の 要 望 が 大 き く な っ て  

い ま す 。  

狭 山 中 学 校 南 側 の 市 有 地 に つ い て は 、同 校 の 拡 張 用 地 と し て 購 入 し た と こ ろ

で す が 、校 舎 を 建 替 え で は な く 、耐 震 化 を 図 っ た う え で 大 規 模 改 修 を 行 い ま し

た の で 、 こ の 用 地 は １ ０ 年 以 上 も 未 活 用 の ま ま 現 在 に 至 っ て い ま す 。  

こ こ は 、駅 前 に あ り な が ら も 閑 静 で 、全 て の 市 循 環 バ ス の 起 点 で あ る 市 役 所

内 の 停 留 所 に 近 く 、市 内 の ど こ か ら で も 来 や す い 場 所 に あ り ま す の で 、こ の 土

地 に 、市 の 子 育 て 支 援 の 象 徴 と な る よ う な 新 た な 子 育 て 支 援 の 拠 点 施 設 を 設 置

し ま す 。  

ま た 、中 学 校 に 隣 接 し て い る こ と か ら 、中 学 生 を は じ め と す る 世 代 間 の 交 流

が で き る よ う に 、ま た 、子 育 て 世 代 に 限 ら ず 広 く 市 民 の 利 用 を 想 定 し た 施 設 の

整 備 を 図 り ま す 。  
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３ 事業の実施スケジュール 

本 計 画 に 掲 げ る 事 業 は 、 次 の ス ケ ジ ュ ー ル に よ っ て 進 め ま す 。  

 

（１）認定こども園の設置 

  ■ 対 象 施 設 ： 西 幼 稚 園 、 南 第 二 幼 稚 園  

平 成 28 年 度  
・ 平 成 29 年 度 入 園 児 の 募 集 を 停 止  

・ 認 定 こ ど も 園 の 設 置 ・ 運 営 事 業 者 の 選 定  

平 成 29 年 度  
・ 年 長 児 の み で 幼 稚 園 を 運 営  

・ 幼 稚 園 の 廃 園 （ 年 度 末 ）  

平 成 30 年 度  
・ 施 設 整 備 工 事  

・ 認 定 こ ど も 園 と し て 園 児 募 集  

平 成 31 年 度  ・ 認 定 こ ど も 園 の 開 設  

  ※在園児への影響ができるだけ出ないように、保護者の意見や要望を反

映するように努めます。また、地域に子どもの施設がない期間をでき

るだけ短縮するため、状況によっては予定を早めることがあります。 

 

（２）市立幼稚園の充実 

  ■ 対 象 施 設 ： 東 幼 稚 園 、 半 田 幼 稚 園 、 東 野 幼 稚 園  

平 成 28 年 度  ・ 平 成 29 年 度 入 園 の ３ 歳 児 ・ ４ 歳 児 を 募 集  

平 成 29 年 度  
・ ３ 歳 児 の 保 育 （ 3 年 保 育 ） の 開 始  

・ 預 か り 保 育 実 施 日 の 拡 大 （ 長 期 休 業 中 を 含 む ）  

 

（３）子育て支援拠点施設の整備 

  ■設 置 予 定 地 ： 狭 山 中 学 校 南 側 市 有 地  

平 成 28 年 度  
・ 施 設 に 付 加 す る 機 能 な ど の 基 本 構 想 を 決 定  

・ 施 設 の 設 計  

平 成 29 年 度  ・ 施 設 整 備 工 事  

平 成 30 年 度  ・ 施 設 開 設  
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・東幼稚園 

・西幼稚園 

・南第二幼稚園 

・半田幼稚園 

・東野幼稚園 

狭山中学校区 

・わんぱくプラザ 

南中学校区 

・ぽっぽえん 

第三中学校区 

・ファンズガーデン 

市立幼稚園 子育て支援の拠点施設 

・東幼稚園 

・半田幼稚園 

・東野幼稚園 

狭山中学校区 

・新施設の整備 

・わんぱくプラザ 

南中学校区 

・ぽっぽえん 

第三中学校区 

・ファンズガーデン 

【計画策定時】 

・（仮称）さやま西こども園 

・（仮称）さやま南こども園 

【計画施行後】 

3 年保育の実施 

1 年を通した預かり保育の実施 等 

狭山中学校区に新たな拠点を整備 
望ましい規模の子どもの集団づくり 

保育の枠の拡大 

市立幼稚園の園児減少 

保育ニーズの拡大 

家庭や地域の子育て力の低下 

子ども・子育て支援新制度の施行 

将来を見据えた教育・保育施設の整備 

保育ニーズに応じた保育の提供体制整備 

質の高い教育・保育の提供 

子育て支援拠点施設の適切な配置 

市立幼稚園 
子育て支援の拠点施設 

幼保連携認定こども園 

●環境の変化 ●求められる施策 


